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　言語センター広報五観心㎎θS渉π4嬬は今回で10号を数え，それとともに当言語センターも創
設！0周年を迎えました。この平成13年度はいろいろな意味で再出発の年といえます。当センター
が新たな10年のスタートを切ったばかりでなく，本学も創立90周年の記念行事を行い，記念す
べき100周年に向けての10年を歩み始め，全国規模での大学改革の荒波が予想される中，的確に
針路を定めて航海を続けなければならないのです。
　言語センターもこの10年の間に日本語担当教官の定員配置など，教職員スタッフも充実し，創
設以来2度の改革を経て，平成！3年4月からは新しいカリキュラムが実施に移されました。卒業
所要単位の劇減，キャップ制や履修指導教官制度の導入，さらには本学以外の機関での修得単位
の認定も60単位まで緩和されたことなど，比較的大きな改革といえます。外国語科目についても，
必修を20単位から14単位に減らし，上級外国語等の外国語関連科目を増設して，外国の言語や
文化の学習に関して，学生の選択の幅を増やしました。一方，国際交流の観点からは，今年度新
たにスペイン・ブルゴス大学との交流協定が始まり，本学に開設されている外国語科目の全ての
書語の国と何らかの形で提携が結ばれたことになります。施設・設備の面では，今年度，情報処
理センター，ビジネス創造センターと合同の多機能校舎2号館が完成し，情報処理センターと共
同利用を図り，効率的な又高度な利用を目指しているCALラボラトリ（コンピュータ支援実習
室）とマルチメディア・ラボラトリに，情報処理センターの機種更新の完了とともにコンピュー
タが導入され，全施設・設備が完成しました。
　これらの制度を効果的に運用し，施設や設備を活用するためには教職員スタッフの創意工夫と
努力が必要であり，絶えざる検証と改善の課題が与えられたことになります。一例をあげれぼ，
卒業所要単位や外国語の必修単位の削減，キャップ制の導入などはともすれば，学生の学習の手
枷，足枷ともなりかねません。授業内容の一層の充実と，学生が曲がりくねった渡り廊下と多く
の扉の前で迷子にならないよう，履修モデルを提示するなど，学生の学習を支援し後押しするこ
とができるような運用を図らねばならないと考えられます。道具は揃ったわけですから，これら
の道具を上手く使って大海の荒波を乗り切る航海に役立つ推進力を生み出し，さらに残されてい
る逆模様を取り除いて立派な建築物として完成させなければなりません。
　さて，言語センターが平成5年度から毎年開催しているネイティブ・スピーカーによる外国語
会話の公開講座が，今年度も3講座が開講されました。外国人教師マーク・ホルスト氏による前
期英会話講座，同じくブライアン・ペリー氏の後期英会話講座，それに元言語センター助教授で
現在ロシア語の非常勤講師のアレクサンドル・スペヴァコフスキー氏によるロシア語会話で，受
講者は少なくなる傾向にありますが，熱心なリピータもおり，受講された方々には好評でした。
　本学の教官と高校で教員をしている卒業生とで作る教職研究会の第14回の大会が11月10日
にマルチメディア・ホール2を会場にして開催されました。学内外の教宮・教員約40名と10数
名の学生が集い，下村五三夫教授が「音声合成と口琴一アイヌの発声ムックリを題材として
一」と題して講演を行ったほか，研究発表とシンポジアムが行われ，盛会でした。
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　本学の名誉教授である松本忠司先生が平成14年2月10日永眠されました（享年73歳）。松本
先生は，本学でロシア語及びロシア文学を教授されただけでなく，短期大学部主事，学長代行，
付属図書館長を務められるなど，本学の枢要な地位にあって，多大な貢献をされました。ご退宮
の後も，平成13年1！月まで非常勤講師として，ロシア語を担当されていました。松本先生の長
年のご功績を讃え，感謝申し上げるとともに，ご冥福をお祈りいたします。
　言語センターにとっては大変残念なことでありますが，応用言語部門所属の下村五三夫教授が
平成14年4月！日付けで北見工業大学工学部教授として移られることになりました。昭和52年
に外国語実験実習室助手として赴任された時から数えて25年間，英語および英語学を担当された
ばかりでなく，専門の音声学を利して言語センターの音声映像設備の充実にも大きな貢献をされ
て来ました。9月30日までは併任期間が残されていますし，道内の大学でもありますから，今後
ともご協力をお願いしたいと思います。
　その他，言語センター所属の教官の海外出張と研修についてご報告します。平成13年3月に，
応用言語部門所属の高井教官が2年間のアメリカ合衆国での文部省在外研究員としての出張およ
び研修を終えて帰国しました。同教官は帰国後，アメリカ合衆国ポートランド州立大学に2度（4
月28日～5月5日の8日問と12月23日～1月11日の！5日間），アメリカ合衆国パシフィック
大学及びポートランド州立大学（7月28日～8月23日の27日間）に研修に出かけられています。
英語系の大島教官は日本学術振興会基盤研究により5月2！El～6月2日の13日問，ロシア連邦
カムチャッカ州ペトロパブロフスク・カムチャッキー，エッソ，アナヴガイに，又特定領域研究
により，8月4Ei～9月7臼の35｝ヨ問に亘り，ロシア連邦カムチャッカ州べ一リング島ニコルス
コイェに出張なさっています。日本語系の高野教官は7月15日～8月1日の！8日間，アメリカ
合衆国カルフォルニア大学サンタバーバラ校に海外研修。中国語系の萩原教官は8月4日～8月
1エ日の13日間，中華人民共和国に研修で出かけられています。応用言語部門の下村教官はポーラ
ンド国立アダムミツケビッチ大学・コペルニクス大学（8月19日～9月30日の43日間），及び，
ポーランド国立アダムミツケビッチ大学，フィンランド・ヘルシンキ大学（12月15日～1月13
日の30日間）の2度，海外研修をなさっています。フランス語系江口教官は海外調査研究旅費に
より，12月18日～12月27日の10臼間，フランス国立フランソワ・ミッテラン図書館とナポレ
オン研究財団に海外出張。ペリー教官は平成13年12月20日から翌年1月17日の29日間，英国
ウォーリック大学図書館にて研修を行っています。ドイツ語系副島教官は平成！4年2月7日～2
月22日（16臼間），ジャカルタ，バンドゥン・ヴァル降口・シュピース資料室に海外研修，科学
研究費補助金基盤研究により，平成14年3月3日～3月22日の20日間，オランダ，ライデン大
学図書館に海外出張をなさっています。
　例年の通り今年も学生の活躍で特記すべきことがありましたので，お知らせしておきます。難
関で知られるDSH（ドイツの大学入学語学能力試験，2001年10月）に本学の学生が合格しまし
たし，札幌姉妹都市協会主催の第20回ドイツ語暗論大会（2001年！0月27日）で1名が上位（2
位）に入賞し，2名が特別賞を受賞しました。新聞でも報道されていましたが，第4回全国ドイ
ツ語スピーチコンテスト（財団法人日独協会主催，2001年12月8日目で本学の学生が2位に入賞
しました。また，本学のLLを会場にして実施されてもいる独検（ドイツ語技能検定試験，2001年
1！月23日）では！級の合格者（1名）も誕生しました。
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